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第 8 9 9 号

青少年問題の悩，みなどお気軽に

1難

24－

で

0800

（日曜・祝日除く毎日午前9時～午後6時）

……私たちの住む■Ｊ－／ａ市は、＼平等院をはじめとす、る・・平安貴族の古跡を

＼数多く残し、また、ノ平安文学の最高峰「源氏物語」の舞台としても登

場するよ。うに、平安文化とは大変ゆかりのあｊる地です。＞この宇治の

地に、今年、平安朝を代表する貴族・藤原道長の栄華を伝える遺跡

えりました。

浄
妙
寺
跡
の
発
掘
調
査

木
幡
か
ら
五
ヶ
庄
に
か
け
て
の

山
す
そ
に
は
、
住
宅
に
囲
書
れ
て

森
が
点
在
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら

は
現
在
宇
治
陵
と
呼
ば
れ
て
い
ま

す
が
、
平
安
の
昔
に
は
、
こ
の
一

角
に
、
藤
原
氏
一
門
の
墓
所
が
あ

句
ま
し
た
。
木
幡
は
藤
原
氏
一
門

の
永
眠
の
地
だ
っ
た
の
で
す
。
そ

し
て
、
こ
の
藤
原
氏
の
祖
先
を
供

養
す
る
た
め
に
道
長
が
建
て
た
の

が
、

‘
浄
妙
寺
で
し
た
。

建
立
か
ら
焼
失
ま
で

記
録
に
よ
れ
ば
、
浄
妙
寺
が
建

て
ら
れ
た
の
は
寛
弘
二
年
（
一
〇

〇
五
）
。
道
長
四
十
歳
、
正
二
位
左

大
臣
の
と
き
の
こ
と
で
す
。
こ
の

寺
が
完
成
し
た
と
き
、
紫
式
部
が

に
も
、
完
成
し
た
と
き
に
は
涙
が

止
ま
ら
な
か
っ
た
と
書
き
留
め
て

い
毒
了
。

し
か
し
、
藤
原
氏
の
心
の
よ
り

ど
こ
ろ
だ
っ
た
浄
妙
寺
も
一
族
の

衰
退
と
共
に
衰
え
、
つ
い
に
は
室

町
時
代
に
起
こ
っ
た
一
節
に
よ
っ

て
、
一
堂
余
す
と
こ
ろ
な
ぐ
焼
け

落
ち
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

発
見
・
：

そ
し
て
再
発
掘

中
心
建
物
の
三
昧
堂
で
あ
る
こ
と

が
わ
か
ぴ
、
さ
ら
に
、
そ
の
横
に

多
宝
塔
の
跡
が
見
つ
か
っ
た
の
で

す
。
堂
・
塔
跡
は
焼
け
て
赤
味
が

か
か
り
、
そ
の
周
囲
に
は
灰
・
焼

平安時代の宇治

王朝文化の語り部たち

好評発売中

歴
史
資
料
館
で
は
、
宇
治
文
庫
2

「
平
安
時
代
の
宇
治
－
王
朝
文
化
の

語
紅
部
た
ち
」
を
発
売
中
で
す
。
。

こ
の
本
は
、
一
宇
治
と
京
都
を
舞
台

に
繰
り
広
げ
貨
れ
た
平
安
時
代
の
政

治
や
文
化
と
、
そ
の
担
い
手
だ
っ
た

王
朝
貴
族
に
つ
い
て
書
か
れ
た
も
の

平
安
時
代
の
一
般
的
な
歴
史
は
も
ち

ろ
ん
。
藤
原
道
長
に
よ
っ
て
木
幡
に

建
立
さ
れ
た
浄
妙
寺
や
、
そ
れ
以
前

の
木
幡
の
地
と
藤
原
氏
と
の
か
か
わ

り
な
ど
、
「
宇
治
の
地
」
に
重
煮
を
お

い
て
著
さ
れ
て
い
康
司

ぜ
ひ
、
ご
一
読
く
だ
さ
い
。
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史
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社
会
教
育
課
・
中
央
以
外
の
各
公
民
館
で
発
売
中
一

一
▼
問
い
合
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は
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史
資
料
館
（
折
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台
1
の
’
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土
が
厚
ぐ
積
も
っ
て
い
ま
し
た
。

ま
さ
に
、
浄
妙
寺
最
期
の
有
り
様

が
残
っ
て
い
た
の
で
す
。

こ
の
時
、
道
長
が
心
血
を
症
い

だ
栄
華
の
跡
が
、
千
年
の
時
ｍ

え
て
平
成
の
世
に
よ
み
が
え
っ
た

の
で
し
た
。

道
長
唯
一
の
遺
跡
を
後
世
へ

今
回
の
発
掘
で
、
瓦
・
中
国
製
’

の
ｉ
岳
な
ど
、
コ
ン
テ
ナ
約
八
十

箱
以
上
も
の
遺
物
が
出
土
し
ま
し

た
。
現
在
調
査
の
整
理
が
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
が
、
三
つ
の
異
な
っ

た
模
様
の
瓦
が
見
ら
れ
る
こ
と
か

ら
、
浄
妙
寺
は
、
室
町
時
代
に
焼
失

し
て
し
ま
之
削
に
も
二
度
焼
け
、

そ
の
都
度
再
建
さ
れ
た
こ
と
な
ど

が
わ
か
っ
て
き
て
い
ま
す
。
調
査

の
結
果
は
、
来
年
三
月
、
文
化
セ

ン
タ
ー
で
の
報
告
命

寺跡に立づて、道長の栄華の］

跡を確かめていま’した犬：

……ｉ・；．．｀．．；こ、；．；1．ｊ．－．ダ…1ふ．ｊ．．．．．．に．．ご．．；．Ｊ．．．－．ＥＩ

る
予
定
で
す
。

◇

調
査
後
、
浄
妙
寺
跡
は
再
び
運

動
場
に
埋
め
戻
さ
れ
、
何
事
も
な

か
っ
た
か
の
ぷ
っ
に
子
芦
も
た
ち

が
走
り
回
っ
て
い
未
了
。
し
妬
し
、

そ
の
地
中
に
は
、
全
国
で
唯
一
と

も
い
え
る
道
長
の
潜
心
が
眠
っ
て

い
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
れ
を
永
く

将
来
に
伝
え
て
い
く
こ
と
は
、
私

た
ち
宇
治
市
民
の
大
き
な
貴
任
な

の
で
す
。
、
（
社
会
教
育
課
）

一
石
碑
が
立
っ
て
い
ま
す
’
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◆
こ
の
宇
治
市
政
だ
よ
り
は
、
再
生
紙
を
使
っ
て
い
ま
す
Ｉ
限
り
あ
る
資
源
を
大
切
に
◆

1179

本日11/11午前10時～午後4時、文化センターで
（会場　午前9時半）
宇治緑化フェア
プレ植樹祭　入場無料

よみがえった道長の栄華
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目
間
利
超
を
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お知らせします

（2）職員の平均給料月額、平均給与月額及び平均年齢の状況
ゝ ｙ － ハ ・

区分
一般行政職 技能労務職

平均給料月額平均給与月額平均年齢 平均給料月額平均給与月額平均年齢

本市 276，880円・359，574円・39．Ｏ歳・288，459円 354，628円 44．9歳

国 253，950円 － 39．2歳 235，904円 － 48．Ｏ歳

※1．給料とは、いわゆる本給（基本給）であり、給与とは。給料と諸手当の合計額です。

諸手当には、扶養手当、住居手当、通勤手当、調整手当、時間外勤務手当、特殊勤

務手当、管理職手当などが含まれています。十ト
2．国の一般行政職は、行政ｍ．俸給表Ｈ．技能労務職は、行政職俸給表コの適用職員で

す。国の平均給与月額は公表されていません0．・、■■■■

（3）職員の初任給の状況

区分
大学卒 高校卒

初任給 採用2年経過日の給料月額 初任給 採用2年経過日の給料月額

一般

行政職

本市 132，100円 146，500円 113，500円 121，700円

国 126，300円 139，000円 106，600円 113，500円

※初任給及び採用2年経過日とも、本市の給料月額は国よりも大学卒でｉ号給。、高校卒で

2号給高い金額となっています。十∧

（4）∧市職員の経験年数別、学歴別平均給料月額の状況

※経験年数とは√卒業後直ちに採用され引き続き勤務して’いる場合は、採用後の年数をい

います。上丿しく

（5）－般行政職の級別職員数の状況

区一分 1級 2級 3級 4級 5級 6級 7級 8級 9級 計

標準的な職務内容 主事等
係長主査

主任
主幹

課長
室長

部長次長

参事
∠

職貝数 14人 48人・38人 136人229人134人 37人 51人 26人 713人

構成．比 2．0％6．7％5．3％19．1％32．1％18．8％5．2％7．2％3．6％100％

参考
1年前の構成比 1．2％4．7％・6．5％21．8％30．7％19．2％．4．1％8．0％3．8％100％

5年前の構成比 0．3％5．3％8．1％34．4％－ 38．2％－ 10．5％3．2％100％

※1．本市の給与条例に基づく給料表め級の区分による職員数です．60年7月から宇治市

職員の給料表を国の行政職俸給表－）の再編に準ヒて、7等級制から9級制に改めて

います．また、62年4月1日から主事等の6級ワ‥タリ・を廃止し、主事等は5級まで

ニとしています．しニ∧▽．’≒ヅ．・．〉‥‥‥ｌ．．・・．・．・．・・．・．・．・・・．・・．・ｌ／．

2．標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当す・る代表的な職名です．犬………

（6）職員手当の状況

①期末・勤勉手当の支給割合

区分
本市 国

期末 勤勉 期末 勤勉

元年度
支給割合

6月期 1．5月分 0．6月分 1．5月分 0．6月分

12月期 1．9月分 0．6月分 1．9月分 0．6月分

3月期 0．5月分 － 0．5月分 －

計 3．9月分 1．2月分 3．9月分 1．2月分

②調整手当の支給状況

支給対象地域 宇治市内全域

支給対象職員 全職貝（1，406人）

支給・率 8．5％

国の制度（宇治市内の官署の支給率） 3％
ただし、官署指定により10％支給官署あり

支給対象職貝1人当たり平均支給月額（元年度決算見込み額）23，652円（年額283，822円）

※1．調整手当とは、物価などの水準が特に高い地域に勤務している職員に支給される手

当です。民間の地域差手当（都市手当等）に相当するものです。

2．国では、大都市及びその近郊の官署に勤務する職員に支給されています。大都市の

支給率の一例を示しますと、東京都の特別区レ横浜市、川崎市、名古屋市、京都市、

大阪市、神戸市は10％となっています。

③時間外勤務手当の支給状況

区分 元年度決算見込み額 63年度

支給総額 333，513千円 326，844千円

職貝1人当たり支給月額 20，096円（年額241，152円）19，609円（年額235，309円）

●

㎜

ゝ

市
民
の
皆
さ
ん
に
、
宇
治
市
職
員
の
給
与
の
状
況

（
平
成
二
年
四
月
一
日
現
在
）
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

市
職
員
の
給
与
は
、
地
方
公
務
員
法
に
規
定
さ
れ

た
給
与
決
定
の
原
則
に
よ
り
、
市
議
会
の
議
決
を
経

て
条
例
で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

（1）職員給与の支払明細＜ヒ・．・．・・．・．

平成2年4月分給与として支払われた標準的な職務の職員の給与支払明細書です．
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給
当
当
当
当
当

手
手
手
手
手

（・支給額計）

・長期ｌ・短期掛け金

市ス共済掛け金

税
税
．

得
民

所
住

ト（控除額計）

差万引支・給額

給
当
当

手
手

・
整
養

本
調
扶

時間外勤務手当

当
当

手
手

勤
居

通
住

（支給額計）

長期・短期掛け金

市共済掛け／金

所し得税

住民税

（控除額計）く

差引支給額

給
当
当

手
手

整
養

本
調
扶

時間外勤務手当

通勤手当

住居手当
－（支給額計）

長期・短期掛け金

市共済掛け金

所得税

住民税－

（控除額計）

差引支給額

356，300円｀

35，582一

16，000∧

46，319

5，040

2，500

461，741

51，662

犬3，563

ダ19，615

27，300
－
102，140

359．601

293，・000円

25，287

114，500

17，488

14，970

Ｌ000

356，245

42，485

2，930

・14，800

20，100

－・80，315

275，930

139，000円

11，815
0
0

14，360

0－

165，175

20，155

1．390

4

26

730

0－

275

138，900

市職員の給与



④特殊勤務手当の支給状況

区分 全，職種

職員全体に占める手当支給職員の割合 43．5％

支給対象職員1人当たり平均支給月額 8，756円（年額105，073円）

手当の種類（手当数） 19種

代表的な

手当の名称

・支給額の多い手当
消防職員手当、ごみ収集作業手当、
屋外における直接労務手当

多くの職貝に支給されている手当技術職員手当、消防職貝手当
ごみ収集作業手当

扶養・住居・・通勤手当の支給内容及び国め制度との相違点⑤

区分 内容 国の制度との翼同 国の制度と異なる内容

扶養手当

配偶一者16，000円
配偶者以外の扶養親族

（子・その他）4，500円

配偶者のない職員の扶養

親族1人目10，500円

異なる

配偶者以外の扶養親族のうち3人

以上

本市4，500円国1，000円

住居手当
借家・借間最高支給限度額21，000円

自己所有家屋取得5年未満2，500円
取得5年以上1，000円

異なる

住居手当が支給されない借家・借

の家賃額

本市3，000円以下・国11，000円以下

通勤手当

全額保障限度額35，000円

全額保障限度額を超える場合
は超える額の％を加算

異なる

本市交通用具利用者も交通機関

用者に準じて支給

最高支給限度額国35，000円

本市35，000円を

える額は％

加算する

※金額は、いずれも月額です。

⑥退職手当の状況

区分
本市 国

自己都合 特退・定年 自己都合 勧奨・定年

元年4月1日

現在の支給率

勤続20年 21、Ｏ月分 28．875月分 21．0月分 28．875月分

勤続25年 33．75月分 44．55月分 33．75月分 44．55月分

勤続35年 47．5月分 62．7月分 47，5月分 62．7月分

最高限度額 60．0月分 62．7月分 60．0月分 62．7月分

その他の加算措置 定年前早期退職特例措置（2％～20％加算）．定年前早期退職特例措置（2％～20％加算）

．退職時特別昇給 原則1号給 1号俸

1人当たり平均支給額
自己都合365万円（平均勤続年数12年）

特退・定年1，870万円（平均勤続年数27年）
－

班1’．本市の特退とは特別希望退職の．ことであり√年齢5ｏ歳以上の職員を対象とする退職．
ニ’ｌ……卸丿度ですｊ………：…………7‥‥‥‥‥‥‥゜▽

＼2．1人当たり平均支給額は√元年度に退職した全職種に係る職貝に支給された平均額

です．なお、国の平均支給額は公表されていません．一犬

（7）ラスパイレス指数の状況

年

度

昭゛57
58 59 60 61 62 63

平＿
几 2

指

数
117．1 116．7 115．1 113．9 110．7 108．7 107．3 105．2 104．試ｔ

※1レラスパイレス指数とは、地方公共団体の職貝構成が。国と同一であると仮定した場合
コに、国の給料額を100として求められｌる数値です。ト∇

2．2年度の数値は、本市が独自で試算したものです。

（8）特別職の報酬等の状況

区分 給・料’月額等

給料

一市長 860，000円

助役 710，000円

収入役 620，000円

報酬

議長 510，000円

副議長 470，000円

議貝 パ430，000円

期末・勤勉

手当

区分 期末 勤勉

市長

助役
収入役

元年度

支給割合

6月期 1．5月分 0．6月分

12月期 1．9月分 0．6月分

3月期・ 0．5月分 －

計 3．9月分 1．2月分

議長
副議長

議貝

元年度

支給割合

6月期 1．5月分 －

12月期 1．9月分 －

3月期 0．5月分 －

計 3．9月分 －

※市長等三役及び市議会議員の給料月額等は、市長が特別職報酬等審議会に諮問し、同審

議会から出される答申を基に議会の議決を経て改定されます。
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11月は全国青少年健全育成強調月間
第9回「中学生の主張」大会を開催
11月17日（土）文化センター大ホール
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加
と
い
う
新
た
な
問
題
な
生
じ

て
い
未
了
。

こ
の
よ
ジ
な
中
で
、
青
少
年

の
健
全
育
盛
霜
進
す
る
た
め

に
は
、
家
庭
・
学
校
・
地
域
社

会
が
一
体
と
な
っ
て
こ
れ
に
取

り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。
市

で
も
月
間
中
、
関
係
団
体
と
協

’
力
し
て
「
中
学
生
の
主
張
」
大

。
会
な
ど
の
行
事
を
行
い
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
の
積
極
的
な

参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
第
9
回
宇
治
市
「
中
学
生
の

主
張
」
大
会
＝
1
1
月
1
7
日
脚
、

午
後
1
時
半
～
4
時
半
、
文

化
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル
で
。

「
社
会
の
た
め
、
私
の
や
り
た

い
こ
と
」
「
中
学
生
と
し
て
訴

え
た
い
こ
と
」
「
い
ま
家
庭
・

学
校
生
活
で
考
え
る
こ
と
」

、
を
テ
ー
マ
に
、
市
内
の
各
中

▲昨年の「中学生の主張」大会

学
校
の
代
表
1
8
人
が
意
見
発

表
か
行
い
康
瓦

－
月
少
年
に
よ
る
ク
リ
ー
ン
宇

’
治
運
動
＝
1
1
一
月
2
5
日
間
、
午

前
9
時
工
1
1
八
時
、
府
立
宇
治

公
園
と
市
内
各
所
で
行
い
ま

す
。

■
啓
発
活
動
＝
月
間
中
、
各
地

域
青
少
年
健
全
育
成
協
議
会

が
地
区
ご
と
に
行
い
ま
す
。

（
青
少
年
婦
人
課
）

我
が
国
の
人
口
高
齢
化
は
、

実
に
急
速
で
あ
り
、
と
ダ
わ
け

女
性
人
口
に
そ
の
傾
向
が
顕
著

で
す
〈
図
1
参
照
〉
。

女
性
は
、
一
般
的
に
男
性
よ

り
平
均
寿
命
が
長
く
、
そ
れ
だ

け
多
く
老
雲
返
廿
で
生
き
て

い
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
総
務

庁
の
意
識
調
査
に
よ
る
と
、
男

性
よ
り
女
性
の
方
が
、
高
い
割

合
で
老
後
へ
の
不
安
感
衆
抱
い

て
い
未
了
。
そ
の
中
で
、
男
女
と

も
最
も
多
い
不
安
が
健
康
面
、

次
い
で
経
済
面
の
こ
と
と
な
っ

て
い
未
了
。
と
昨
わ
け
女
性
に

な
ぜ
今
老
人
問
題
は
女
性
問
題
と
言
わ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う

か

’
と
っ
て
は
、
自
分
自
身
と
家
族

の
健
康
に
関
す
る
こ
と
が
深
刻

な
悩
み
と
な
っ
て
い
未
了
〈
図

2
参
照
〉
。

女
性
は
「
老
後
を
三
度
響
八

る
」
と
い
わ
れ
ま
ず
。
一
度
は

55歳以上人口比率の推移及び将来推計図1

Ｉ％
2
5
2
0

ぐ

親
の
老
後
、
二
度
目
は
央
の
老

後
、
そ
し
て
三
度
目
に
自
分
の

老
後
か
迎
え
る
と
い
う
の
で
す
。

寝
た
き
り
に
な
っ
た
場
合
、

家
庭
で
の
老
人
介
護
は
、
女
性

が
八
割
近
ぐ
を
担
う
、
と
り
つ

10

5

0

厚生省人口問題研究所「日本の将来推計人口」（昭和61年12月推計）

図2老後生活に対する不安感

（複数回答）

不安を感ｉニ5ｎ

資
料
も
あ
り
ま
ず
〈
図
3
参
照
〉
。

看
護
は
女
の
仕
事
？

長
寿
化
か
進
む
に
つ
れ
、
み
ヽ

と
る
人
も
墨
嵩
齢
で
あ
る
と

い
う
問
題
が
生
じ
て
い
未
罵

寝たき’ｌや痴呆症男性

になったとき．女性

配偶者に先立たれ男性

た後の生活のこと女性

孤独になること剥：

趣味・仕事の皿ｍｉ

友人・仲間とのつ男性

きあいのこと‥女性

経済的なこと＼：霖

不安（よない弱

ま
た
、
少
子
化
に
よ
っ
て
長
男

長
女
同
士
の
結
婚
が
増
え
、
夫

の
両
親
と
妻
の
両
親
の
双
方
の

介
護
が
一
人
の
女
性
の
肩
に
か

か
っ
て
ぐ
る
な
ど
、
高
齢
化
の

進
展
は
女
性
の
牛
百
分
に
様
々

図3寝たきりとなった場合に介護を頼む相手

な
影
響
を
も
た
ら
じ
て
い
未
了
。

子
育
て
後
の
約
四
十
年
を
豊

か
で
充
実
し
た
も
の
に
す
る
た

め
に
は
、
女
性
自
身
の
経
済
面

で
の
安
定
や
精
神
的
自
立
な
ど

が
必
要
で
あ
る
と
同
時
に
、
「
看

護
は
女
の
仕
事
」
と
決
め
込
ん

で
き
た
日
本
の
社
全
一
通
念
や
役

割
分
担
意
識
に
対
す
る
考
え
方

奎
問
い
直
す
必
要
が
あ
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
シ
か
。

（
青
少
年
婦
人
課
）

昔
難
昔
昔
昔

配偶者（夫

または妻）

息子

娘－

子ども全員

嫁

家政婦を雇男性

うＩ女性

ホ＝ムヘル男性

ノヾ一女性

老人ホーム男性

などの施設女性

0102030・4050607080（％）

図2・3とも賢料出所：総務庁長官官房老人対策室（平成元年2月〉
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ホ
ポ
μ
経
済
学
講
座
条
開
講

国
際
問
題
に
か
か
わ
る
物
価
の

変
動
を
は
じ
め
、
土
地
問
題
、
金

利
や
株
価
の
変
動
な
ど
、
社
会
の

経
済
変
動
は
、
わ
た
し
た
ち
の
生

活
に
大
き
な
影
響
雲
饉
し
示
ｙ
。

一
方
、
。
平
均
寿
命
が
延
び
、
老
後

か
ど
の
ぷ
つ
に
計
画
的
に
、
有
意

義
に
過
ご
す
か
と
い
う
こ
と
が
極

め
て
重
要
に
な
っ
て
き
て
い
圭
ｙ
。

そ
こ
で
、
よ
ぴ
豊
か
な
生
活
を

営
む
こ
と
が
で
き
る
ラ
イ
フ
プ
ラ

ン
か
1
立
し
て
い
た
だ
ぐ
た
め
に

「
ホ
ー
ム
経
済
学
」
講
‘

座
を
開
設
し
示
ｙ
。

’
▼
日
程
・
内
容
・
・
・
‘

下
表
の
と
お
り
。
時
’
。
。
容

ｊ
ｔ
｀
・
Ｊ
ｊ
‘
ｒ
一
一
一
内

間
は
午
前
1
0
時
～
正

午
（
第
1
講
は
午
前

9
時
5
0
分
か
ら
）
▼

と
こ
ろ
・
：
広
野
公
民

館
▼
対
象
・
：
市
内
在

住
・
在
勤
・
在
学
の
人

▼
定
員
・
・
4
0
人
（
先

着
順
）
▼
受
講
料
・
：

無
料
▼
申
し
込
み
…

Ｈ
月
1
3
日
叫
か
ら
、

広
野
公
民
館
（
豊
4
1
・

ホーム経済学講座の日程と

7
4
5
0
）
へ
電
話
か
来
館
で
▼
『

保
育
…
満
一
歳
以
上
の
幼
児
を
2
0

人
ま
で
。
お
や
つ
代
2
5
0
円
か

必
要
。
申
し
込
み
は
受
講
申
し
込

み
時
に
併
せ
て
。
（
広
野
公
民
館
）

市
民
土
曜
講
座

京
都
文
教
短
期
大
学
と
共
催
で

開
催
し
ま
す
。
多
数
ご
参
加
を
。

▼
と
き
…
1
1
月
1
7
日
出
、
午
後

2
時
～
3
時
半
▼
と
こ
ろ
・
：
中
央

公
民
館
展
示
集
会
室
▼
テ
ー
了
・

・回
月日 内容 講師

1 11／21團
土地にかかわる税の話一土地鴎ｊ

の見直しによって変わるものは何？一

近畿税理士協会

今西武雄さん

2 11／30吻
我が国の景気と物価の動向

一地域の物価の動きと消費－

京都銀行ＦＰセンター

石田忠通ざん

3 12／4（火）老後を豊かに／一我が家の家計管理－
同志社女子大学教授

坂本武人さん

4 12／10（ｆｉ）
日米構造協議決着と日本経済

一暮らしにかかわる今後の見通し－ 京都新聞社論説委員

5 12／12・（水）
金利自由化の動き‐我が家の財テクプランーｒ西証券広報センタ．－

大河原宗明さん

消
費
者
コ
ー
ナ

ー

今
や
、
我
が
国
の
自
動
車
運

転
免
許
の
保
有
者
泣
〈
千
万
人

か
超
え
、
自
動
車
登
録
台
数
も

約
五
千
一
八
百
万
台
に
達
し
て
い

康
司
こ
フ
し
た
。
帚
社
命

を
背
景
に
、
「
運
転
者
共
済
」
な

ど
と
い
シ
新
し
い
事
業
が
出
て

き
て
い
毒
司

に
か
し
、
と
の
事
業
に
は
、

次
の
よ
ラ
な
疑
問
点
や
問
題
が

あ
る
た
め
、
国
民
生
活
セ
ン
タ

ー
空
只
都
府
で
は
、
十
分
注
意

ず
る
ぶ
コ
呼
び
掛
け
て
い
未
了
。

〈
交
通
違
反
の
反
則
金
を
肩
代

わ
り
・
・
・
〉

こ
の
事
業
で
は
『
入
会
金
・

年
会
費
か
併
せ
、
約
一
万
円
を

注意

お
茶
の
歴
史
と
生
活
上
年
を
通

じ
て
茶
づ
く
り
の
生
活
を
考
え
る

▼
講
師
・
・
・
京
都
文
該
鋤
大
学
教

授
・
北
川
純
三
さ
ん
▼
申
し
込
み

ｌ
・
当
日
直
接
会
場
へ
▼
問
い
合
わ

せ
・
：
中
央
公
民
館
（
ａ
2
0
・
1
4

1
1
）
へ
．
、
（
中
央
公
民
館
）

高
齢
者
料
理
教
室
．

健
康
保
持
の
た
め
、
栄
養
の
バ

ラ
ン
ス
を
考
え
た
長
寿
食
を
作
っ

て
み
ま
せ
ん
か
．
『
．

▼
と
き
・
・
・
1
1
月
2
6
日
㈲
、
午
前

9
時
半
～
午
後
Ｌ
時
▼
と
こ
＾
．
．
．

木
幡
公
民
館
▼
内
容
・
、
・
米
や
栄
養

の
話
、
米
か
便
っ
た
料
理
の
実
習

▼
対
象

‘
・
・
・
市
内
在
住
の
6
5
歳
以
上

の
人
▼
定
員
・
・
・
2
4
人
（
先
着
順
）

▼
参
加
費
・
：
無
料
▼
指
導
・
い
・
食
生

活
改
善
推
進
員
「
若
葉
の
会
（
1

班
）
」
▼
持
参
品
・
・
・
エ
プ
ロ
ン
、
三

角
き
ん
、
手
ふ
き
タ
オ
ル
八
ふ
き

ん
、
筆
記
具
▼
申
し
込
み
・
・
・
1
1
月

1
3
日
㈹
か
ら
、
木
幡
公
民
館
（
昔

3
2
・
8
2
9
0
）
へ
電
話
か
来
館

で
▼
共
催
…
若
葉
の
会
。

（
木
幡
公
民
館
）

戻
金
が
あ
り
、
入
会
後
一
ヵ
月

。
以
内
に
三
人
以
上
紹
介
す
る
と

年
会
費
牽
叢
雲
金
し
示
Ｊ

と
血
Ｅ
一
伝
し
て
い
未
丁
。

こ
の
仕
組
み
は
損
害
保
険
に

似
て
い
未
了
が
、
現
在
、
法
律

の
規
制
は
受
け
て
い
ま
せ
ん
。

お
知

ら
せ

お
知

ら
せ

お
こ
め
ツ
ォ
ｔ
ラ
ム

市
民
の
皆
さ
ん
に
、
米
の
良
さ
。

か
見
直
し
て
い
た
だ
こ
や
と
、
お

こ
め
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
柔
ｙ
。

▼
と
き
・
：
1
1
月
2
5
日
面
、
午
後

Ｌ
時
～
5
時
▼
と
こ
ろ
・
：
城
南
勤

労
者
福
祉
会
館
▼
内
容
・
：
米
生
産

農
家
と
消
費
者
と
の
交
流
会
、
米

李
使
っ
た
料
理
の
展
示
と
試
食
、

地
場
農
産
物
の
即
売
、
稲
作
パ
ネ

ル
展
示
な
ど
▼
共
催
・
・
・
市
稲
作
組

合
。
（
緑
林
茶
業
課
）

ス
ポ
ー
ツ
ひ
ろ
ぱ

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
を
箆
肇
ろ

っ
て
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

▼
と
き
・
・
・
1
1
月
2
3
日
㈲
、
午
後

Ｌ
時
～
4
時
▼
と
こ
ろ
・
・
・
黄
槃
体

育
館
▼
内
容
・
・
・
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
、
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
、
フ
リ
ー

夢
ニ
ス
、
ダ
ー
ツ
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
・
。

ザ
ー
ゲ
ー
ム
、
ク
ロ
リ
テ
ィ
ー
、

体
力
測
定
コ
ー
ナ
ー
▼
参
加
費
・
：

無
料
▼
準
備
品
・
：
上
靴
▼
申
し
込

み
・
・
・
当
日
直
接
会
場
へ
▼
問
い
合

わ
せ
・
：
市
民
体
育
課
（
内
線
4
7

ｓ
）
へ
。
（
市
民
体
育
課
）

て
、
新
規
会
員
が
支
払
ラ
年
会

費
の
一
部
が
募
集
業
務
で
の
収

入
に
な
る
、
と
い
う
も
の
で
戈

と
こ
ろ
が
、
会
員
の
年
会
費

が
低
額
な
の
で
、
ま
と
ま
っ
た

収
入
奎
得
る
に
は
、
相
当
数
の

会
員
奎
果
め
な
け
れ
ば
な
り
ま

「
交
通
違
反
の
反
則
金
を
払
っ
て
く
れ
る
会
」

代
理
店
に
な
る
と
高
収
入
が
…
？

支
払
っ
て
会
員
に
な
れ
ば
、
交

通
違
反
を
し
た
場
合
、
そ
の
反

則
金
を
、
運
転
者
に
代
わ
っ
て

支
払
い
未
2
と
い
っ
た
内
容

で
、
雑
誌
や
チ
ラ
シ
で
宣
伝
し
、

会
員
を
募
集
し
て
い
ま
ず
。

ま
た
、
『
一
年
間
無
違
反
の

握
Ｒ
三
十
パ
ー
セ
ン
ト
の
割

〈
代
理
店
の
募
集
も
・
：
〉

広
告
で
は
、
会
員
募
集
か
業

務
と
す
る
代
理
店
血
界
集
し
て

い
ま
ず
。
こ
の
代
理
店
に
な
る

に
は
、
新
規
会
員
か
童
童
于
る

た
め
に
配
る
チ
ラ
シ
の
購
入
代

金
や
高
額
な
保
証
金
を
支
払
幻

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
し

せ
ん
。

う
ま
い
話
に
は

必
ず
危
険
が

現
在
、
広
告
を
見
て
契
約
し

た
人
か
ら
、
全
国
の
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
な
ど
に
、
苦
情
や
相

談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
ず
。

写真展

すきです人間

～部落差別は、－いま～

11月14日（水）～15日（木）

●ニチイ大久保店

●入場無料

市
民
テ
ニ
ス
教
室

、
▼
と
き
…
1
2
月
1
日
出
・
2
日

㈲
・
8
日
出
・
9
日
間
（
予
備
日

1
切
日
出
・
1
6
日
前
）
、
午
後
1

時
～
ｔ
時
▼
と
こ
ろ
・
・
・
東
山
公
園

コ
ー
ト
▼
対
象
・
・
・
市
内
在
住
・
在

勤
・
在
学
（
中
学
生
以
上
）
の
初
心

者
▼
定
員
・
：
4
5
人
（
先
着
順
）
▼
参

加
料
・
・
・
2
5
0
0
円
▼
申
し
込
み

・
：
参
加
料
を
添
え
て
、
Ｈ
月
Ｈ
日

⑧
、
午
前
9
時
か
ら
、
市
体
育
協

会
（
黄
槃
体
育
館
内
、
豊
3
2
・
－

9
0
5
）
へ
▼
主
催
…
市
テ
ニ
ス

協
会
。
（
市
民
体
育
課
）

Ｏ
Ａ
講
座

城
南
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

相
談
は
、
会
員
に
な
っ
た
人

か
ら
よ
り
も
、
代
諾
契
約
を

し
た
人
か
ら
の
も
の
が
多
数
を

占
め
て
お
り
、
そ
の
内
容
は
、

い
く
ら
チ
ラ
シ
を
配
っ
て
も
人

が
集
ま
応
な
い
し
、
。
代
理
店
解

除
を
申
し
出
て
も
応
じ
て
く
れ

な
い
と
い
ら
も
の
が
多
く
な
っ

て
い
未
了
。
ま
た
、
契
約
後
連

絡
が
と
れ
な
ぐ
な
っ
て
い
る
業

者
も
あ
り
未
丁
。

相
談
例
の
平
均
契
約
金
額
は

四
十
一
万
円
、
契
約
当
事
者
の

大
半
が
二
十
～
四
十
歳
代
双

三
分
の
二
が
男
性
で
す
。

ご
の
ぷ
つ
に
、
こ
の
事
業
0

在
り
方
、
販
売
組
織
の
拡
大
方

法
な
ど
に
は
多
く
の
問
題
が
あ

り
未
了
の
で
、
十
分
な
注
意
が

必
要
で
す
。
（
自
治
振
興
課
）

で
は
、
右
下
表
の
講
座
を

´乙－
ＯＡ講座の日程

講座名 期間 曜日 時間 簡 Ｍ 1111『

ワープロ初級 12／1－12／22水・土18：30－21：006 10 7，200

ワープロ初級 12／2～1／13日 13：00～15：30 6 10 7，200

ノぐ、ソコン（Ｄータス123中級）12／3－12／20月・木18：30－21：006 10 7，200

ぇ々ソコン（ベーシック初級）12／2～2／10日 9：30－12：0010 10 12，000

パソコン（Ｃ言語初級）12／2～1／27日 9：30－12：008 20 9．600

婦人ワープロ 11／29－12／18
月・火

木・金

9：30～12：0012 20 8，200

中高年ワープロ 11／29－12／18 13：00～16：2012 20 10，600

パソコン初級 ＼ｖｎ～ｉ／水・土ＩＳ：3Ｏ～Ｚ1：0012 20 14，400

開
催
。
申
し
込
み
は
1
1
月
1
5
日
團

か
ら
同
セ
ン
タ
ー
（
酋
4
6
・
0
6
8

8
）
へ
。
パ
ソ
コ
ン
初
級
（
水
主

曜
コ
ー
ス
）
だ
け
は
1
1
1
1
一
月
2
2
日
團

か
急
啓
付
け
。
（
商
工
観
光
啓

保
育
所
パ
ー
ト
保
母
。

臨
時
職
員
を
募
集

市
で
は
、
市
立
保
育
所
の
パ
ー

ト
保
母
（
朝
・
夕
の
勤
務
）
と
臨

時
職
員
（
保
母
・
調
理
・
用
務
）

の
登
録
希
望
者
か
募
集
し
て
い
ま

す
（
パ
ー
ト
保
母
は
お
お
ひ
ね
四

土
｀
ま
で
の
女
性
）
。

登
録
を
希
望
Ｔ
？
ハ
は
、
市
販

の
履
歴
書
に
必
要
事
項
（
保
母
資

格
の
あ
る
人
は
必
ず
そ
の
旨
も
）

を
記
入
し
、
写
真
を
は
っ
て
、
保

育
課
（
内
線
3
3
0
）
へ
。
登
録

者
の
中
か
ら
必
要
に
5
じ
て
選
考

し
雇
用
し
未
了
。
（
保
育
課
）

発表の部

え
ほ
ん
の
じ
か
ん

▼
と
き
・
・
1
1
月
1
4
日
團
、
午
後

3
時
半
～
4
時
▼
と
こ
ろ
・
・
・
中
央

図
書
館
集
会
室
▼
内
容
・
・
・
絵
本
の
’

読
み
聞
か
せ
な
ど
▼
対
象
・
：
3
・

4
歳
児
▼
参
加
費
・
・
・
無
料
▼
問
い

合
わ
す
・
・
中
央
図
書
館
（
容
2
0
・

Ａ
Ｉ
Ｉ
）
へ
。
（
中
央
図
書
館
）

福
祉
バ
ザ
ー

〈
大
久
保
学
区
社
会
福
祉
協
議
会

準
備
会
、
主
催
〉
▼
と
き
…
Ｈ
月
2
5

日
前
、
午
後
1
時
か
ら
▼
と
こ
ろ

・
・
大
久
保
小
学
校
体
育
館
。

〈
西
小
倉
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

主
催
ｙ
▼
と
き
・
・
・
1
2
月
2
日
間
、

午
後
1
時
か
ら
▼
と
こ
ろ
…
南
小

倉
小
学
校
体
育
館
。

問
い
合
わ
せ
は
い
ず
れ
も
社
会

福
祉
協
議
会
（
容
2
2
・
5
6
5
0
）

1
1
－
一
―
―
～

▼
と
き
…
Ｈ
月
1
8
日
前
、
午

前
9
時
半
～
午
後
5
時
▼
と
こ

ろ
…
文
化
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル

▼
内
容
・
：
○
午
前
の
部
互

「
ペ
エ
ス
ケ
ー
ガ
タ
ピ
シ
物
語
」

ｏ
午
後
の
部
＝
発
表
（
演
廓
・

リ
ト
ミ
ッ
ク
ー
バ
ト
ン
演
技
・

合
唱
・
合
奏
な
ど
）
▼
入
場
料

・
：
無
料
▼
問
い
合
わ
せ
…
社
心
一

教
育
課
（
内
線
4
7
5
）
へ
。

（
社
会
教
育
課
）

サ
ン
フ
ェ
ス
タ
宇
治
9
0

熱
気
あ
づ
れ
て
開
催

十
一
月
三
日
・
四
日
の
二
日

間
、
蓉
委
館
で
、
サ
ン
7
エ

へ
。
（
社
会
福
祉
協
議
会
）

税
を
知
る
週
間
ド

税
金
な
ん
で
も
相
談

▼
と
き
…
1
1
月
1
6
日
面
、
午
前

1
0
時
～
午
後
4
時
▼
と
こ
ろ
・
・
・
ニ

チ
で
大
久
保
店
、
西
友
宇
治
店
▼

相
談
員
・
：
宇
治
税
務
署
、
税
理
士

会
会
員
▼
主
催
・
：
宇
治
税
務
署
。

吊
民
税
課
）

市
民
絵
画
展

出
品
者
募
集

▼
会
期
・
：
1
1
月
2
9
日
ｑ
ｇ
；
ｏ
ｊ

月
2
日
間
、
午
前
1
0
時
～
午
後

5
時
（
最
終
日
だ
け
午
後
4
時

ま
で
）
▼
と
こ
ろ
・
：
中
央
公
民

館
▼
出
品
種
目
・
・
白
本
国
・
洋

画
・
版
画
・
水
彩
画
▼
大
き
さ
・

点
数
・
・
・
8
号
～
5
0
号
ま
で
、
―

人
Ｌ
点
▼
出
品
料
・
：
1
2
0
0

円
▼
資
格
・
：
市
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
（
高
校
生
以
上
）
の
人
▼
出

品
驀
将
け
・
：
1
1
月
1
3
日
㈹
～

1
7
日
出
ま
で
に
、
出
品
料
鷺
添

元
て
社
会
教
育
課
（
内
線
4
7

5
）
へ
。
（
社
会
教
育
課
）

ス
タ
宇
治
9
0
が
開
催
さ
れ
、
多

く
の
人
で
に
芦
幻
い
ま
し
た
。

ま
た
、
・
応
援
や
歓
声
の
中
で

繰
り
広
げ
ら
れ
た
ら
グ
ッ
ド
マ

ン
コ
ン
テ
ス
ト
で
は
、
本
田
達

弥
さ
ん
（
一
八
）
が
優
勝
。
ミ
ス
宇

治
コ
ン
テ
ス
ト
で
は
、
｀
一
｀
一
に

竹
尾
結
実
（
ご
）
さ
ん
、
朝
霧
に

黒
宮
ち
ょ
改
心
さ
ん
、
裂

に
新
村
三
奈
夭
‘
ご
）
さ
ん
が
選

ば
れ
ま
し
た
。
皆
さ
ん
は
、
今

後
市
内
の
催
し
な
珊
矛
盛
り
上

げ
、
宇
治
市
の
イ
メ
ー
ジ
ア
″

プ
に
活
躍
さ
れ
康
司

▲観客も一緒に盛り上がったＭｒ．グッドマンコンテスト

車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い

市
役
所
庁
舎
建
設
に
伴
い
、

市
民
駐
車
場
が
混
雑
し
て
い
ま

す
。
そ
こ
で
、
三
種
混
合
予
防

接
種
（
ジ
フ
テ
リ
ア
・
百
日
ぜ

き
・
破
傷
風
）
の
会
場
を
、
保

健
医
療
セ
ン
タ
ー
の
ほ
か
、
二

ヵ
所
増
設
し
季
ゐ
で
ご
利
用

く
だ
さ
い
。
日
程
・
会
場
は
左

表
の
と
お
り
。
時
間
は
、
い
ず

れ
も
午
後
二
時
か
ら
三
時
半
ま

で
で
す
。

ま
た
、
ポ
リ
オ
生
ワ
ク
チ
ン

の
服
用
に
つ
い
て
も
、
で
き
る

限
盆
健
医
療
セ
ン
タ
ー
以
外

の
心
一
場
か
莉
用
し
て
ぐ
だ
さ
い
。

各
会
場
と
も
、
車
で
の
来
場

は
公
慮
く
だ
さ
い
。（

保
健
予
防
課
）

三種混合予防接種の日程表

月日 会場

ｎ／16（ｉｊ

木幡ユニ宇治マンション集会所

（木幡公民館南へ50ｍ）

西小倉コミュニティセンター

保健医療センター｀

＼2／＼吻

木幡公民館
西小倉コミュニティセンター

保健医療センター

Ｈ3ユ／＼吻
木幡公民館

西小倉コミュニティセンター
保健医療センター

1182

三
種
混
交
予
防
接
種
の
会
場
を
増
設

我
が
家
の
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
を
確
立
し
ゆ
と
り
あ
る
生
活
を

こども手づく

り文化祭開催


	page1
	page2
	page3
	page4

